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作
、
実
験
的
リ
ト
グ
ラ
フ
を
残
し

た
。
ま
つ
や
ま
ふ
み
お
は
『
ア
カ

ハ
タ
』に
諷
刺
漫
画
を
描
い
た
。

◇
青
年
美
術
家
、文
化
人
の
訪
問

　

56
年
３
月
、
砂
川
中
学
校
講
堂

で「
砂
川
美
術
展
」が
開
か
れ
、
移

動
展
も
行
わ
れ
た
。
日
本
大
学
芸

術
学
部
を
卒
業
し
た
中
村
宏
が
、

今
日
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
絵
画
の
傑

作
と
さ
れ
る
油
彩
《
砂
川
五
番
》

を
描
い
た
。
基
地
問
題
文
化
人
懇

談
会
か
ら
、清
水
幾
太
郎
、牛
原
虚

彦
、中
野
好
夫
、藤
原
審
爾
、松
岡

洋
子
、佐
藤
忠
良
、深
尾
須
磨
子
、

朝
倉
摂
、
神
崎
清
、
松
島
栄
一
、

井
汲
卓
一
、堀
真
琴
、広
池
秋
子
、

中
本
た
か
子
、土
方
与
志
、黒
田
秀

俊
、木
下
順
二
、山
本
安
英
ら
が
現

地
訪
問
し
た
。

　
「
砂
川
闘
争
」は
、映
画
・
幻
灯
・

う
た
ご
え
な
ど
で
も
作
品
化
さ

れ
、文
化
運
動
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

◇
美
術
学
生
の
体
験
と
60
年
安
保

　

日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
（
総

評
）に
加
え
、全
日
本
学
生
自
治
会

総
連
合（
全
学
連
）が
支
援
を
決
め

る
と
、
都
内
の
学
生
が
大
量
参
加

し
た
。
武
蔵
野
美
術
学
校
、
女
子

美
術
大
学
、
東
京
藝
術
大
学
か
ら

美
術
学
生
も
加
わ
る
。
藝
大
の
篠

原
有
司
男
も
参
加
し
た
が
、
学
生

の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な

い
。
武
蔵
野
美
校
か
ら
、
吉
村
益

第
２
回　

６
月
11
日

砂
川
闘
争
と

美
術
家
た
ち

　

武
居
利
史
さ
ん

（
府
中
市
美
術
館
学
芸
員
）

道場親信の仕事と私たち
　　当会設立時からの会員で元運営委員の道場
親信さん（和光大学教授）が逝去されました。
　ご自身も学生時代からミニコミをつくり、研
究者としては、1950 年代のサークル文化運動
や 60 ～ 70 年代の住民運動など広く社会運動
を研究され、多くの著書も残されています。当
時の運動を記録するにあたっては、資料収集と
ヒアリングを丁寧にする方でした。
　当会では道場さんを偲んでその仕事と人柄
を振り返り、追悼しつつ、市民アーカイブの意
味を再考するセミナーを開催します。

2017 年１月９日（月・祝）
　    　午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分
会場：一橋大学職員集会所（国立駅徒歩 8 分）

お話：「成田空港問題 “ 歴史伝承委員会 ”
　　　　で残したこと」（仮）
　　　波多野ゆき枝さん（ＮＡＡ歴史伝承委員会）

　　他、道場さんと関係の深かった方に依頼中
・資料代 500 円（学生無料）・申込み不要

　

美
術
史
の
研
究
は
、
作
品
を
対

象
と
す
る
様
式
史
的
な
見
方
が
基

本
と
な
る
た
め
、
美
術
家
の
社
会

へ
の
関
わ
り
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち

だ
。
社
会
運
動
に
着
目
し
、
美
術

史
を
と
ら
え
直
す
必
要
も
感
じ
て

お
り
、「
砂
川
闘
争
」に
つ
い
て
美

術
の
視
点
か
ら
考
え
て
い
る
。

◇
戦
後
の
美
術
と
多
摩
・
立
川

　

戦
後
美
術
界
の
民
主
化
の
中

で
、「
日
本
美
術
会
」や「
前
衛
美
術

会
」が
発
足
し
、新
し
い
発
表
場
所

が
生
ま
れ
た
。
占
領
軍
の
下
で
政

治
の
反
動
化
が
進
み
、
朝
鮮
戦
争

を
背
景
に
単
独
講
和
で
安
保
条
約

が
結
ば
れ
た
。

　

そ
の
頃
、
奥
多
摩
で
小
河
内
文

化
工
作
隊
の
活
動
が
あ
り
、
青
年

美
術
家
連
合「
ニ
ッ
ポ
ン
展
」が
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
絵
画
の
拠
点
と

な
っ
た
。
立
川
基
地
も

取
材
対
象
と
な
り
、池
田

龍
雄
の
ル
ポ
が『
人
民
文

学
』に
掲
載
さ
れ
、
石
川

県
内
灘
村
を
は
じ
め
反

基
地
闘
争
が
全
国
的
に

高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

◇「
砂
川
闘
争
」と
美
術
家

の
支
援

　

１
９
５
５
年
５
月
、砂

川
町（
現
立
川
市
北
部
）

で
米
軍
基
地
拡
張
に
反

対
す
る
住
民
運
動「
砂
川

闘
争
」
が
起
き
る
と
、

日
本
美
術
会
を
中
心
と
し
た
支
援

の
動
き
が
活
発
化
し
た
。
木
版
画

で
社
会
問
題
を
訴
え
る
版
画
運
動

で
は
、
箕
田
源
二
郎
が
反
対
同
盟

の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
、
戦
前
の

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
流
れ
を
汲

む
新
居
広
治
や
小
野
忠
重
ら
が
参

加
し
た
。
自
由
美
術
の
井
上
長
三

郎
、
行
動
美
術
の
田
中
忠
雄
は
油

彩
を
発
表
し
た
。
国
民
文
化
会
議

で
活
躍
し
た
新
海
覚
雄
は
、
住
民

ら
の
肖
像
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
連

箕
田
源
二
郎
《
土
地
に
杭
は
打
た
れ
て
も
心
に
杭
は

打
た
れ
な
い
》56
年
頃
、印
刷
・
紙
、個
人
蔵

新
海
覚
雄《
行
動
隊
長　

青
木
市
五
郎
》55
～
56
年
、

水
彩
・
コ
ン
テ
・
紙
、立
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館

第２期 
緑
りょくいん

蔭トーク報告
　

四
季
折
々
の
樹
木
に
囲

ま
れ
た
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ

多
摩
で
は
、
今
年
度
も
４

月
か
ら
緑
蔭
ト
ー
ク
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
第
２
回
と
７

月〈
特
別
編
〉の
報
告
を
掲

載
し
ま
す
。
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信
、風
倉
匠
、赤
瀬
川
原
平
、秋
山
祐

徳
太
子
ら
が
参
加
し
た
。
彼
ら
は

60
年
安
保
で
ネ
オ
・
ダ
ダ
イ
ズ
ム
・

オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
ズ
を
結
成
し
、
そ

の
特
徴
は
「
直
接
行
動
」
で
砂
川
の

体
験
が
影
響
し
て
い
る
。
中
村
宏
、

山
下
菊
二
、
桂
川
寛
ら
は
「
六
月
行

動
委
員
会
」に
参
加
し
た
。

◇「
砂
川
」の
文
化
史
的
意
義

　
「
砂
川
闘
争
」
の
文
化
史
的
意
義

の
一
つ
は
、
社
会
に
関
与
す
る
芸
術

の
興
隆
だ
。「
芸
術
の
革
命
」
と
「
革

命
の
芸
術
」
と
い
っ
た
二
律
背
反
的

デ
ィ
レ
ン
マ
は
表
面
化
し
て
い
な

い
。
二
つ
は
、
多
様
な
文
化
ジ
ャ

ン
ル
の
協
働
が
あ
り
、
同
一
テ
ー
マ

で
運
動
が
つ
な
が
っ
て
越
境
が
お

き
、
新
し
い
表
現
が
創
造
さ
れ
た
。

三
つ
は
、
記
録
や
報
道
と
い
う
時
代

精
神
の
発
露
で
、
歴
史
的
な
運
動
や

事
件
を
軸
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

や
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
重
要
な
成

果
が
生
み
出
さ
れ
た
。（
武
居
・
記
）

　

２
０
０
８
年
２
月
、大
阪
府
で
は
新
し

く
着
任
し
た
橋
下
徹
知
事
に
よ
り
、
財
政

再
建
の
名
の
下
に
施
設
の
売
却
や
補
助

金
打
ち
切
り
政
策
が
急
激
に
実
施
さ
れ

た
。
そ
の
最
初
の
施
設
が
「
大
阪
府
労
働

情
報
総
合
プ
ラ
ザ
」（
08
年
７
月
閉
館
）で

あ
る
。

　

00
年
か
ら
同
プ
ラ
ザ
を
受
託
運
営
し

て
い
た
財
団
法
人
大
阪
社
会
運
動
協
会

（
社
運
協
）は
、
同
協
会
の
資
料
室「
大
阪

社
会
運
動
資
料
セ
ン
タ
ー
」
の
補
助
金
打

ち
切
り
も
重
な
っ
た
が
、
総
合
プ
ラ
ザ
の

廃
棄
資
料
も
受
け
入
れ
、
08
年
10
月
に
自

力
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

当
会
会
員
で
資
料
館
館
長
の
谷
合
さ

ん
が
来
京
さ
れ
た
機
会
を
利
用
し
て
、
資

料
館
運
営
の
知
恵
や
工
夫
を
急
遽
、
話
し

て
い
た
だ
い
た
。　
　
　

   （
編
集
部
）

　
「
大
阪
産
業
労
働

資
料
館　

エ
ル
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
以

下
、
資
料
館
）」を
新

し
く
開
館
す
る
に

あ
た
っ
て
、「
設
立

の
趣
旨
」
を
皆
で

書
い
た
。
労
働
資

料
の
収
集
提
供
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、「
地
域
の
記
憶
の
場
」と
し
て
、

働
く
人
々
の
知
る
権
利
を
守
り
地

域
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形

成
に
役
立
つ
こ
と
も
宣
言
。
地
域

に
い
か
に
必
要
な
図
書
館
に
な
る

か
を
一
つ
の
使
命
と
し
た
。

◇
認
知
度
を
あ
げ
、支
援
者
を
増
や
す

　

行
政
の
施
設
と
補
助
金
約

２
千
万
円
が
廃
止
さ
れ
、「
日
本
一

貧
乏
な
図
書
館
」
と
し
て
最
初
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
経

費
節
減
で
あ
る
。

　

運
営
組
織
で
あ
る
社
運
協
は
、

社
会
運
動
・
労
働
運
動
資
料
の
収

集
・
保
全
、
労
働
史
編
纂
・
刊
行
等

を
目
的
に
、
１
９
７
８
年
に
労
働
組

合
・
労
働
福
祉
事
業
団
体
・
研
究

者
・
弁
護
士
が
集
っ
て
設
立
し
た

団
体
で
、
組
合
等
か
ら
の
寄
付
が
年

間
１
千
万
円
。
資
料
館
運
営
に
、
家

賃
共
益
費
と
光
熱
水
費
６
０
０
万

円
は
ど
う
し
て
も
拠
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
削
れ
る
の
は
人
件
費
の

み
。
職
員
を
減
ら
し
、
館
長
の
私
、

館
長
補
佐
の
千ち
も
と本
沢
子
は
無
給
を

覚
悟
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
頑

張
る
決
意
で
始
め
た
。
人
手
と
財

源
確
保
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
や
会
員
・
支
援
者
の

募
集
に
駆
け
回
っ
た
。
集
金
の
た

め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
会
合
に
も
参

加
し
た
。
現
在
サ
ポ
ー
ト
会
員
は

９
０
０
人
近
く
に
な
り
、
会
員
か

ら
の
寄
付
は
年
間
６
０
０
万
円
に

な
っ
て
い
る
。

◇
何
で
も
公
開
し
、広
報
活
動

　

大
阪
府
の
施
設
と
し
て
閉
館
し

て
か
ら
新
た
に
開
館
す
る
ま
で
２

か
月
と
少
し
。
足
の
踏
み
場
も
な

い
ほ
ど
の
資
料
が
積
ま
れ
て
い
た

が
、
09
年
3
月
、
廃
棄
さ
れ
よ
う
と

し
た
産
業
資
料
の
救
出
作
戦
も

実
行
し
た
。「
国
立
産
業
技
術
史
博

物
館
」
設
立
計
画
が
と
ん
挫
し
、

そ
れ
ま
で
に
収
集
さ
れ
て
い
た
資

料
２
万
点
が
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う

話
を
聞
き
、
2
週
間
の
間
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
り
、
と
に
か
く
運
べ
る

だ
け
の
資
料
と
工
具
・
機
械
を
資

料
館
に
運
び
入
れ
た
。
資
料
が
廃

棄
さ
れ
る
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
私

も
千
本
も
動
か
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
運
ん
で
き
た
工
具
が
何
か
わ

か
ら
な
い
ま
ま
、
説
明
も
つ
け
ず
に

展
示
会
を
開
催
、
見
学
者
の
一
人
で

あ
っ
た
自
分
の
父
親
の
「
ろ
く
ろ
旋

盤
や
」
の
ひ
と
言
で
、
何
の
機
械
か

分
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

と
に
か
く
自
分
た
ち
の
持
っ
て

い
る
も
の
は
、
す
べ
て
公
開
し
て
活

用
し
て
も
ら
う
、
そ
し
て
そ
れ
が
広

報
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

所
蔵
し
て
い
る
ビ
デ
オ
を
使
っ
て

の
無
料
上
映
会
、
古
本
市
、
カ
ン
パ

で
も
ら
っ
た
文
房
具
の
バ
ザ
ー
、
閉

館
後
の
学
習
会
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ

ン
ズ
」、「
人
が
来
る
」「
何
か
あ
る
」

施
設
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
る
。

宣
伝
の
た
め
に
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
も

走
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
活
用
し
、
公

式
サ
イ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
ブ
ロ
グ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
、Facebook

も
使
っ

て
い
る
。
資
料
の
雑
誌
記
事
索
引

を
ブ
ロ
グ
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
検

索
サ
イ
ト
で
ヒ
ッ
ト
し
や
す
く
も

な
っ
て
い
る
。

◇
多
く
の
人
の
知
恵
に
助
け
ら
れ
て

　

資
料
整
理
等
の
日
常
の
大
切
な

仕
事
は
、
千
本
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
携
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

私
は
い
か
に
資
料
を
利
用
し
て
も

ら
う
か
と
い
う
営
業
活
動
を
担
当

し
て
い
る
。
最
も
有
効
な
の
は
、

大
学
教
員
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
、
資
料
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
。
当
会

か
ら
研
究
費
を
拠
出
す
る
余
裕
は

な
く
、
研
究
に
関
わ
る
費
用
は
す
べ

て
外
部
資
金
（
大
学
の
補
助
金
、
文

科
省
の
科
研
費
、
財
団
法
人
な
ど
の

助
成
金
）
を
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
、

こ
れ
ま
で
研
究
・
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
7
本
実
施
し
て
き
た
。
資

料
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
だ
け
で

な
く
、
研
究
成
果
は
社
会
に
還
元
で

き
る
し
、
広
報
に
も
な
り
、
最
少
の

費
用
で
大
き
な
効
果
を
あ
げ
ら
れ

る
。
多
く
の
人
の
知
恵
に
助
け
ら

れ
て
い
る
。

◇
資
料
へ
の
愛
と
誇
り

　

と
に
か
く
、
人
と
の
つ
な
が
り

で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
ネ
ッ
ト
で
知
っ
て
も
ら
い
、
講

演
に
呼
ば
れ
れ
ば
ど
こ
で
も
行
く

し
、
マ
ス
コ
ミ
や
ミ
ニ
コ
ミ
で
取
り

上
げ
て
も
ら
え
る
と
、
新
し
い
出
会

い
が
あ
る
。
そ
れ
が
資
料
保
存
に
つ

な
が
り
、活
用
に
も
い
き
て
く
る
。

  

緑
蔭
ト
ー
ク　

特
別
編　

７
月
29
日

「
働
く
人
の
歴
史
を

　

つ
な
ぐ

　

―

大
阪
産
業
労
働
資
料
館

 

エ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

 

谷
合
佳
代
子
さ
ん（（
公
財
） 

大
阪
社
会
運
動
協
会
）
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市
民
活
動
資
料
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
を
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

生
き
抜
い
た
人
び
と
の
喜
び
、
苦

し
み
、怒
り
、理
想
が
、さ
ま
ざ
ま
に

込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
資

料
が
生
ま
れ
た
「
現
場
」
は
い
ま
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
２
０
１
６

年
７
月
10
日
、「
成
田
空
港
反
対
闘

争
の
現
地
と
資
料
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、「
現
場
」を
訪
ね
る
フ
ィ
ー
ル
ド

企
画
を
催
し
た
。

　

朝
10
時
半
に
は
芝
山
町
現
地

集
合
と
い
う
早
起
き
企
画
だ
っ
た

が
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
総
勢
14

人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
当
日

は
、Ｎ
Ａ
Ａ（
成
田
空
港
）歴
史
伝

承
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
小
川
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
も
関
わ
っ
た

波
多
野
ゆ
き
枝
さ
ん
、
同
じ
く

Ｎ
Ａ
Ａ
歴
史
伝
承
委
員
会
メ
ン

バ
ー
で
長
く
資
料
保
存
公
開
の

活
動
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
新
井

勝
紘
さ
ん
に
案
内
人
を
お
願
い

し
、貴
重
な
お
話
を
伺
え
た
。

◆
空
と
大
地
の
歴
史
館

　

初
め
に
、
成
田
空
港
に
隣
接

す
る
「
成
田
空
港　

空
と
大
地

の
歴
史
館
」
を
訪
問
（
詳
細
は
５

頁
参
照
）。

　

地
元
の
多
大
な
犠
牲
と
厳
し

い
対
立
の
上
に
作
ら
れ
た
空
港
の

過
去
・
現
在
・
未
来
を
ど
う
描
き

出
す
か
。
今
な
お
意
見
の
食
い
違

い
が
あ
る
中
、
こ
の
作
業
が
決
し
て

容
易
で
は
な
い
こ
と
を
、
コ
ー
ナ
ー

ご
と
に
微
妙
に
食
い
違
う
展
示
の

ト
ー
ン
か
ら
も
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
実
際

の
資
料
は
見
る
者
に
対
し
て
、
単
な

る
情
報
以
上
の
何
か
を
物
語
る
力

を
確
か
に
も
っ
て
い
た
。

　

空
港
反
対
闘
争
に
関
わ
る
資
料

は
、
歴
史
館
内
の
ほ
か
、
敷
地
内
の

別
棟
に
も
段
ボ
ー
ル
箱
収
納
の
形

で
大
量
に
保
管
。
何
と
か
場
所
が

確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
決
し

て
安
泰
と
は
言
え
な
い
よ
う
だ
っ

た
。
し
か
し
資
料
は
や
は
り
地
元

に
あ
る
の
が
望
ま
し
い
。
歴
史
館

の
名
誉
館
長
も
務
め
る
新
井
さ
ん

は
、
資
料
整
理
を
兼
ね
分
析
に
携
わ

る
若
手
研
究
者
が
ぜ
ひ
出
て
ほ
し

い
、と
話
さ
れ
た
。

◆
旧
辺
田
部
落
を
歩
き
な
が
ら

　

引
き
続
き
、
芝
山
町
の
旧
辺
田
部

落
に
移
動
し
、
緑
豊
か
な
台
地
を
歩

き
な
が
ら
、
村
の
暮
ら
し
と
闘
争
の

記
憶
を
ゆ
っ
く
り
と
た
ど
っ
た
。

辺
田
は
、
空
港
予
定
地
の
う
ち
、

集
落
と
し
て
数
百
年
の
歴
史
を
も

つ
古こ
そ
ん村
の
ひ
と

つ
。
Ｂ
滑
走
路

の
延
長
上
に
位

置
し
て
い
た
た

め
多
数
の
住
民

が
反
対
闘
争
に

立
ち
上
が
り
、ま

た
三
里
塚
の
記

録
映
画
を
撮
影

し
た
小
川
プ
ロ

も
こ
こ
辺
田
に
拠
点
を
置
い
た
。

　

消
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
辺
田
集

落
か
ら
闘
争
に
加
わ
っ
た
三
ノ
宮

文
男
さ
ん
は
、
東
峰
十
字
路
事
件

（
反
対
派
と
の
衝
突
で
３
人
の
機
動
隊
員
が
死

亡
）
か
ら
約
半
月
後
、
村
の
神
社
で

自
ら
命
を
絶
っ
た
。「
空
港
問
題
な

ど
な
か
っ
た
ら
、
俺
も
今
ご
ろ
嫁
さ

ん
な
ん
か
も
ら
っ
て
、
り
っ
ぱ
に
百

姓
や
っ
て
い
け
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。」
長
文
の
遺
書
に
は
切
々
と
し

た
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
た
※
。

　

一
行
は
三
ノ
宮
家
の
墓
所
を
お

参
り
し
、
村
の
神
社
を
訪
れ
、
い
ま

は
住
む
人
も
な
い
集
落
跡
、
そ
し
て

近
く
の
移
転
地
住
宅
を
ゆ
っ
く
り

進
ん
だ
。
企
画
に
参
加
者
の
中
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
成
田
と
関

わ
っ
た
方
が
あ
り
、
道
す
が
ら
人
生

を
語
り
合
っ
た
こ
と
も
印
象
的
な

経
験
だ
っ
た
。

◆
現
地
か
ら
未
来
を
構

想
す
る

　

Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会

社
）
受
け
入
れ
で
新
た
な

拡
張
も
う
わ
さ
さ
れ
る

な
ど
、
成
田
空
港
問
題
は

い
ま
も
終
わ
っ
て
は
い

な
い
。
過
ぎ
去
っ
た
過

去
を
た
だ
振
り
返
る
た

め
で
は
な
く
、
未
来
を
構
想
す
る
た

め
に
こ
そ
、
人
び
と
の
生
き
た
証
を

い
ま
に
伝
え
る
資
料
は
価
値
を
も

つ
と
い
う
こ
と
。
こ
の
点
を
実
感

で
き
た
の
は
、
や
は
り「
現
地
」ゆ
え

で
あ
っ
た
と
思
う
。
終
了
後
は
成

田
祇
園
祭
で
賑
わ
う
成
田
市
内
に

場
所
を
移
し
、
感
想
を
共
有
す
る
機

会
を
も
っ
た
。

　

ご
案
内
く
だ
さ
っ
た
波
多
野
ゆ

き
枝
さ
ん
、
新
井
勝
紘
さ
ん
に
改
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
市
民
ア
ー
カ

イ
ブ
」
で
は
、
市
民
活
動
資
料
の
意

義
を
再
確
認
す
る
た
め
、
今
後
も
機

会
を
と
ら
え
「
現
場
を
訪
ね
る
」
試

み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。（
町
村
敬
志
＝
運
営
委
員
）

※
Ｎ
Ａ
Ａ
歴
史
伝
承
委
員
会
編
『
展
示
図
録　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
ズ
～N

arita since 1966

～
』２
０
１
５
年
、36
頁
。

　

資
料
へ
の
愛
と
誇
り
が
、
資
料
館

の
仕
事
を
支
え
て
い
る
し
、
苦
境
に

よ
っ
て
人
間
を
鍛
え
ら
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。

◇
質
疑
応
答

Ｑ
．
資
料
館
を
行
政
が
運
営
す
る

と
ま
た
言
っ
て
き
た
ら
、
Ｏ
Ｋ
す

る
か
？

谷
合　

行
政
が
お
金
は
出
す
べ
き

事
業
で
も
、
運
営
は
行
政
組
織
で

は
も
う
で
き
な
い
時
代
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
。

Ｑ
．
家
賃
等
で
６
０
０
万
円
と
い

う
の
に
驚
い
た
。
も
う
少
し
安
い

と
こ
ろ
へ
引
っ
越
す
と
い
う
選

択
肢
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
？

谷
合　

こ
れ
ま
で
通
り
、
使
っ
て
も

ら
え
る
便
利
な
場
所
を
最
優
先

に
考
え
た
の
で
、
引
っ
越
し
は
考

え
な
か
っ
た
。

展示写真を説明する波多野ゆき枝さん

旧辺田部落内の小川プロダクション跡地

シリーズ “ 現場 ” を訪ねる①

成田空港反対闘争の現地を歩く
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群馬の片隅から町田に出て来て早 10 年。町田
市民文学館での日々は、あっという間でもあり、常に

何かに追われて立ち止まる余裕がないままの 10 年
でもありました。文字通り、右も左もわからぬ状態で

の怒涛の開館準備、展覧会の大波小波、その波間

には学習事業にも関わってきました。これらを通して、

何人もの方々と触れ合う機会を得られました。 
今年は、0～1 歳児のおはなし会「ちちんぷいぷ

い」の卒業生が入学式の帰りにお母さんと一緒に文

学館に立ち寄ってくれました。「子ども俳句教室」に

参加していた小学生が中学受験の合格を報告しに

きてくれました。中学生の職場体験の生徒がいつの

間にか大学生になって、文学館を利用してくれたり

…知り合えた人たちが成長して戻ってきてくれるの
は、文学館が港になれた気がして、とても嬉しいも

のです。 もちろん子どもたちだけではありません。

講演会やおはなし会、展覧会などに何度も来てくだ

さる方、或いは、初めての方が楽しんだり満足したり

という様子を見ると、文学館が憩いの場となり得たよ

うに思えます。  
展覧会では、町田ゆかりの作家の顕彰を中心に、

今夏までに 40 回を超える展覧会を開催しています。
ご紹介した中には、誰もが知っている有名な作家も、

埋もれていた作家もいます。その多くが町田市との

関係性の中で語られることがありませんでしたが、文

学館の趣旨を理解してくださった作家や関係者の

方々のご協力を得て、文学館ならではの視点で、作   
家や作品の魅力を伝え、作家と市民を繋ごうと努め 

てきました。時として、入館者数や参加者数という抽

象的かつ現実的な記号に翻弄されることが多いで

すが（それも重要ではありますが…）、こういったモノ
サシでは計りようのない効果や価値、具体的な人と

のつながりが、確実にこの 10 年の間に生れてきた
のではないかと思っています。 
文学やことばの魅力や楽しさを知ってもらうことに

よって、それに触れた多くの人々が新たな世界観や

生きがいを発見し、心豊かな人生を実現できるよう

にすること、町田市の文学財産を多くの人に知って

もらい将来に継承していくこと――こういったことを目
指して文学館は活動を続けてきました。しかしなが

ら、文学館の活動はおろか存在すら知らない市民

の方が多いのが現状です。 
今年は開館 10 周年。文学館ユーザーの方はも

ちろん、文学館に足を運んだことのない方々にも、

興味を持ってもらえるようなイベントを企画していま

す。10月 22日からは、開館以来温めてきた企画で
もある「八木重吉―さいわいの詩人（うたびと）―」展
を開催。八木重吉記念館秘蔵の門外不出の貴重な

資料の数々により、相原生れの夭折の詩人・八木重

吉の至純な詩の世界をご紹介します。12 月 2 日に
は、「森村誠一写真俳句コンテスト」のハイライトとし

て角川春樹氏の講演会を、12 月 18 日には、遠藤
周作没後 20 年を記念し、遠藤龍之介氏や阿川佐
和子氏らによる座談会を開催します。 
私たちはこういった事業を通して、文学館がこれ

までの 10年間に行ってきたことを振り返り、生活や 

  

   代表:手嶋 孝典 

  tejitaka@f8.dion.ne.jp 

2016.7.26 
 

開館 10周年の文学館に思う 
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   町田の図書館活動を 

   すすめる会 

  代表：手嶋 孝典 

 tejitaka@f8.dion.ne.jp 

　

立
川
自
衛
隊
監
視
テ
ン
ト
村
は
、

米
軍
撤
退
後
の
立
川
基
地
へ
の
自
衛

隊
移
駐
に
反
対
し
て
１
９
７
２
年
に

始
ま
っ
た
運
動
で
す
。
当
初
の
高
揚

期
が
過
ぎ
、
運
動
が
退
潮
し
て
い
く

中
、「
そ
れ
で
も
続
け
て
い
こ
う
」
と

い
う
人
々
が
残
っ
て
現
在
の
グ
ル
ー

プ
の
姿
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
数
精

鋭
を
気
取
っ
て
い
ま
す
が
、
単
に
課

題
が
マ
イ
ナ
ー
過
ぎ
て
人
が
集
ま
ら

な
い
だ
け
で
す
。『
テ
ン
ト
村
通
信
』

は
78
年
創
刊
の
月
刊
紙
で
す
か
ら
、

わ
た
し
よ
り
「
い
っ
こ
上
」
の
先
輩
で

す
。

　

紙
面
の
最
大
の
ウ
リ
は
、
自
衛
隊

情
報
の
豊
富
さ
だ
と
思
い
ま
す
。〝
自

衛
隊
批
判
〟と
い
う
の
は
、
現
在
で
は

完
全
に
少
数
派
の
運
動
に
な
っ
て
い

　
『
知
恵
の
樹
』
は
、
町
田
の
図
書
館

活
動
を
す
す
め
る
会
（
以
下
「
す
す
め

る
会
」）の
会
報
で
あ
る
。

　
「
す
す
め
る
会
」
の
前
身
は
、
町
田

市
立
図
書
館
を
よ
り
よ
く
す
る
会

（
以
下「
よ
り
よ
く
す
る
会
」）で
、１
年

余
り
の
準
備
会
を
経
て
結
成
さ
れ
た

の
は
、１
９
８
４
年
4
月
に
遡
る
。

　

市
立
図
書
館
の
停
滞
を
打
破
し
よ

う
と
い
う
故
・
浪
江
虔
氏
の
呼
び
か

け
に
市
民
、
図
書
館
職
員
が
応
え
た

結
果
だ
っ
た
。「
よ
り
よ
く
す
る
会
」

の
大
き
な
特
徴
は
、
図
書
館
職
員
が

 
ミ
ニ
コ
ミ
紹
介

　

市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
が
所
蔵
す
る
、

団
体
や
個
人
が
発
行
す
る
会
報
・
通
信（
ミ

ニ
コ
ミ
）を
、発
行
者
の
方
に
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・創刊 1978 年、500 部、B4 判、
  4 頁、モノクロ、年 12 回発行

・定期購読料：年 2000 円（送料込み）
・E-mail：tento72@yahoo.co.jp
・当館所蔵：290-464 号
▽ 464 号内容＝「沖縄の基地はすべて撤

去しよう！」、朝雲レポート、リレー書
評、９がつのじえいたい、砂川・畑だよ
り、闘争日誌、スケジュール他

労
働
組
合
と
し
て
団
体
加
入
し
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
在
で
も
続
い

て
お
り
、
常
勤
職
員
の
労
組
だ
け
で

な
く
、
非
常
勤
職
員
の
労
組
も
団
体

加
入
し
、
毎
月
の
例
会
に
代
表
が
出

席
し
て
い
る
。

　
「
よ
り
よ
く
す
る
会
」
は
、
96
年
に

「
す
す
め
る
会
」
に
名
称
を
変
更
す
る

と
と
も
に
、
会
報
『
知
恵
の
樹
』
の
発

行
を
開
始
し
た
。
以
降
、年
に
11
回
程

度（
例
会
の
開
催
日
に
印
刷
・
発
行
）

の
ペ
ー
ス
で
刊
行
を
続
け
て
い
る

（
現
在
205
号
を
編
集
中
）。

　

200
号
ま
で
は
、「
す
す
め
る
会
」

元
代
表
の
増
山
正
子
さ
ん
が
編
集
を

担
当
さ
れ
た
。
201
号
か
ら
は
、
筆
者

が
担
当
し
て
い
る
。
掲
載
記
事
に
つ

い
て
は
、
概
ね
前
月
の
例
会
で
検
討

す
る
。
巻
頭
に
何
を
持
っ
て
く
る
か

が
思
案
の
し
ど
こ
ろ
だ
が
、
外
部
の

方
に
依
頼
す
る
こ
と
が
多
い
。「
す
す

め
る
会
」は
、
活
動
・
運
動
体
で
あ
る

た
め
、
記
事
の
素
材
に
は
事
欠
か
な

い
。
し
か
も
、団
体
加
入
の
制
度
が
あ

る
た
め
、
団
体
か
ら
の
活
動
報
告
な

ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
記
事
が
期

待
で
き
る
。

ま
す
が
、
こ
の
国
最
大
の
公
務
組
織

（
20
万
人
超
）
に
監
視
の
目
が
入
ら
な

い
の
は
大
変
に
危
険
な
こ
と
で
す
。

『
テ
ン
ト
村
通
信
』で
は
、自
衛
隊
の
準

機
関
紙
で
あ
る
『
朝
雲
』
紙
の
批
判
的

分
析
を
通
じ
て
、単
純
な
政
府
の
意
向

で
は
な
く
、自
衛
隊
と
い
う
巨
大
組
織

が
い
ま
何
を
焦
点
に
し
て
い
る
の
か

を
隔
月
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
個
人

的
に
は
こ
れ
を
読
む
た
め
だ
け
で
も

購
読
料
を
払
う
価
値
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
う
そ
う
、
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
て

い
ま
し
た
。
現
在
の
ミ
ニ
コ
ミ
で
は
異

例
で
す
が
、『
テ
ン
ト
村
通
信
』は
原
則

的
に
文
章
執
筆
者
の
個
人
文
責
を
と
っ

て
い
ま
せ
ん
。
原
稿
は
会
議
で
読
み
合

わ
せ
を
し
、
テ
ン
ト
村
の
見
解
と
し
て

載
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、ブ
ロ
グ
だ
ツ
イ
ッ
タ
ー
だ

と
個
別
化
・
属
人
化
し
た
ネ
ッ
ト
メ

デ
ィ
ア
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
時
代
に
お
い
て
は
、原
稿
を

読
み
合
わ
せ
る
議
論
を
通
じ
て
各
自

の
見
解
を
す
り
合
わ
せ
て
い
く
作
業

は
、運
動
の
メ
デ
ィ
ア
を
作
る
上
で
は

と
て
つ
も
な
く
貴
重
な
時
間
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
っ
た
数
人
の
メ
ン

バ
ー
の
間
で
も
、
一
つ
の
文
章
を
作

り
あ
げ
る
こ
と
に
は
時
間
も
手
間
も

か
か
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
『
テ

ン
ト
村
通
信
』
の
作
成
は
教
え
て
く

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
得
ら
れ

た
知
見
や
思
想
は
強
い
。
こ
れ
は
是

非
、
皆
さ
ん
に
も
お
勧
め
し
た
い
こ

と
で
す
。

　

配
布
は
郵
送
と
、
毎
月
２
日
間
か

け
て
お
こ
な
っ
て
い
る
地
域
の
廃
品

回
収
で
行
っ
て
い
ま
す
。
近
し
い
人

に
頼
ま
れ
れ
ば
他
団
体
の
ビ
ラ
の

同
封
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
の
ビ
ラ
が
つ
い
て
き
ま
す
。
同
封

作
業
は
大
変
で
す
が
、
信
頼
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
証
拠
だ
と
思
っ
て
ブ

ツ
ブ
ツ
言
い
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
三
多
摩
で
運
動
し
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
購
読
者
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
！　
　
　
　
　
　

    （
井
上　

森
）

知
恵
の
樹

テ
ン
ト
村
通
信

　

会
の
通
常
の
活
動
は
、
例
会
を
軸

に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
年
に
2
回

程
度
の
講
演
会
、
年
に
1
回
の
図
書

館
見
学
会
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
会
員
相
互
の
連
絡
、
情
報
交
換
の

手
段
と
し
て
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を

活
用
し
て
い
る
。
更
に
、図
書
館
友
の

会
全
国
連
絡
会（
略
称「
図
友
連
」）に

団
体
加
入
し
、
図
書
館
を
こ
よ
な
く

愛
す
る
全
国
の
仲
間
と
も
交
流
を
続

け
て
い
る
。

　

町
田
市
立
図
書
館
は
、
教
育
委
員

会
の
所
管
で
直
接
、
管
理
運
営
さ
れ

て
き
た
が
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、「
図
友
連
」
の
知
恵
と
力
を

借
り
な
が
ら
、
絶
対
に
阻
止
す
る
心

構
え
で
あ
る
。

　

最
近
、
会
員
の
尽
力
に
よ
り
、
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
内
容
充
実
に
至
る
ま
で
は
、ま
だ

時
間
が
掛
か
る
と
思
う
が
、
将
来
は

「
よ
り
よ
く
す
る
会
」
の
結
成
と
活
動

の
継
続
に
尽
力
さ
れ
た
浪
江
虔
氏
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
関
連
資
料
を
掲

載
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
手
嶋
孝
典
）

・創刊 1996 年、550 部、B5 判、8 頁、
モノクロ、年 11 回発行

・E-mail tejitaka@f8.dion.ne.jp
  http://machida-library.jimdo.com/

・年会費 1000 円（団体 2000 円）
・当館所蔵：108-126,183-205
▽ 205 号内容＝巻頭言「開館 10 周年

の文学館に思う」、町田市図書指導員
制度の抜本的改革を！、嘱託労執行
委員長に就任して、寺田さんの蔵書
の行方、講演会報告、例会報告他
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京
成
上
野
駅
か
ら

京
成
本
線
、
柴
山
鉄
道

線
を
乗
り
継
ぎ
約
1

時
間
30
分
、
成
田
空
港

の
す
ぐ
隣
に
あ
る
芝

山
千
代
田
駅
に
到
着

す
る
。
こ
こ
か
ら
徒

歩
30
分
ほ
ど
、
千
葉

県
芝
山
町
に
あ
る
の

が
２
０
１
１
年
6
月

に
開
館
し
た
成
田
空

港
空
と
大
地
の
歴
史

館（
以
下
、「
歴
史
館
」

写
真
下
）
で
あ
る
。

航
空
技
術
の
展
示
を
目
的
と
し
て

１
９
８
９
年
に
開
館
し
た
航
空
科

学
博
物
館
に
隣
設
さ
れ
て
い
る
。

　

航
空
科
学
博
物
館
は
旅
客
機
の

野
外
展
示
等
外
見
的
に
も
に
ぎ
や

か
な
展
示
が
特
徴
だ
が
、駐
車
場
を

挟
ん
で
南
側
に
あ
る
歴
史
館
は
静

か
に
た
た
ず
む
と
言
っ
た
感
じ
の

資
料
館
で
あ
る
。

◇
成
田
空
港
建
設
反
対
闘
争
か
ら

「
和
解
」

　

１
９
６
６
年
、高
度
経
済
成
長
に

伴
い
、発
着
数
が
飽
和
状
態
に
達
し

た
羽
田
空
港
に
代
わ
る
空
港（
新
東

京
国
際
空
港
）
を
千
葉
県
成
田
市

（
三
里
塚
）
に
建
設

す
る
こ
と
が
突
如

と
し
て
決
定
さ
れ

る
。
住
民
に
何
の

相
談
も
な
し
に
発

表
さ
れ
た
建
設
計

画
に
対
し
、農
民
た

ち
が
中
心
と
な
っ

て
反
対
運
動
が
始

ま
っ
た
。

　

三
里
塚
に
は
戦

前
か
ら
の
農
家
に

加
え
て
、
戦
後
、

様
々
な
人
が
農
地

を
拓
き
生
活
を
し
て
い
た
。
農
民

た
ち
に
と
っ
て
、
空
港
建
設
は
開

拓
し
た
土
地
が
国
策
に
よ
っ
て
失

わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ

る
。
運
動
に
は
そ
の
後
、学
生
や
労

働
者
た
ち
が
加
わ
り
、新
東
京
国
際

空
港
公
団
や
警
察
と
激
し
い
衝
突

を
展
開
し
、成
田
闘
争
は
70
年
代
に

か
け
て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
た
。

　

１
９
７
８
年
に
成
田
空
港
が
開

港
す
る
と
、そ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て

反
対
闘
争
は
分
裂
。
運
動
が
空
港

拡
張
反
対
運
動
な
ど
を
除
く
と
下

火
に
な
る
中
で
闘
争
の
「
解
決
」
を

模
索
す
る
動
き
が
起
こ
る
。
91
年

に
円
卓
会
議
が
持
た
れ
、幾
度
か
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
行

政
側
は
運
動
へ
の
弾
圧
に
対
す
る

反
省
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が「
対
等
」な

立
場
で
の
討
論
が
目
指
さ
れ
た
。

　

一
連
の
会
議
の
成
果
と
し
て「
成

田
空
港
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経

て
今
日
の
状
態
に
至
っ
て
い
る

か
、（
長
い
対
立
か
ら
地
域
と
と
も

に
歩
む
に
至
っ
た
経
緯
）を
明
ら
か

に
す
る
」、「
成
田
空
港
の
歴
史
に
関

わ
っ
て
き
た
様
々
な
立
場
の
方
々

の
苦
労
、苦
闘
、想
い
を
伝
え
る
」こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
建
設
さ

れ
た
の
が
歴
史
館
で
あ
る
。

◇
静
か
な
外
観
に
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
展
示

　

お
お
む
ね
八
角
形
の
形
を
し
た

展
示
室
で
は
、①
戦
後
の
開
拓
期
の

三
里
塚
、②
空
港
建
設
が
決
ま
っ
た

こ
ろ
の
時
代
背
景
、③
反
対
運
動
の

始
ま
り
、
④

反
対
運
動
の

激
化
、
⑤
78

年
の
成
田
空

港
開
港
、
⑥

「
和
解
」
へ
向

け
た
動
き
、

⑦
円
卓
会
議

の
開
催
、
⑧

空
港
と
地
域

の
「
共
生
」
の

取
り
組
み
、

⑨
成
田
空
港

の
今
と
未
来

と
い
う
9
つ
の
展
示
が
常
設
展
示

と
し
て
行
わ
れ
、闘
争
の
時
代
か
ら

現
在
ま
で
を
時
系
列
に
追
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

展
示
の
中
で
も
や
は
り
一
番
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
が
、
反
対
闘

争
が
激
し
く
闘
わ
れ
た
時
期
に
使

わ
れ
た
様
々
な
資
料
で
あ
る
。
反

対
同
盟
の
関
連
の
紙
資
料
と
し
て

反
対
同
盟
の
名
簿
や
ビ
ラ
、三
ノ
宮

文
男
さ
ん
の
長
い
遺
書
、請
願
書
等

が
あ
る
。
ま
た
、モ
ノ
資
料
と
し
て

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
火
炎
瓶
、
機
動

隊
が
来
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め

に
打
ち
鳴
ら
し
た
大
き
な
ド
ラ
ム

缶
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る（
写
真

左
）。
闘
争
の
生
々
し
さ
が
見
て
い

る
ほ
う
に
も
伝
わ
っ
て
く
る
資
料

で
あ
る
。
世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ

な
資
料
館
が
あ
る
が
、「
火
炎
瓶
を

展
示
し
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
こ

こ
だ
け
」と
は
ス
タ
ッ
フ
の
方
の
話

で
あ
る
。

◇
多
く
の
非
展
示
資
料

　

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

展
示
を
行
っ
て
い
る
一

方
で
大
き
な
課
題
も
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

開
館
し
た
11
年
現
在
で

約
５
万
５
千
点
に
及
ぶ

資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
多
く
の
資
料
は
歴

史
館
が
集
め
な
け
れ
ば

廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た

資
料
で
あ
る
。し
か
し
、

残
念
な
が
ら
展
示
室
の
広
さ
の
問

題
も
あ
り
、
一
部
は
今
年
出
来
た

小
さ
な
資
料
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
多
く
の
資
料
は
展
示

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
3
か
所
の「
収

蔵
庫
」（
写
真
右
は
そ
の
う
ち
の
一

つ
）に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
（
一
部
未
整
理
）。
目
録
を
作

成
す
る
な
ど
し
て
内
容
の
把
握
に

努
め
て
い
る
も
の
の
、人
員
や
予
算

の
問
題
も
あ
り
、ま
だ
ま
だ
全
体
把

握
や
公
開
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

幅
広
い
担
い
手
か
ら
集
め
ら
れ

た
資
料
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
、
展
示
に
圧
倒
さ
れ
る
一
方
、
社

会
運
動
資
料
を
残
す
こ
と
の
難
し

さ
を
痛
感
し
た
訪
問
で
あ
っ
た
。

 （
長
島
祐
基
＝
会
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

ス
タ
ッ
フ
）    

成田空港
空と大地の歴史館

・所在地：千葉県山武郡芝山町
　岩山 113-2

・電話：0479-78-2501
・FAX：0479-78-2502
・E-Mail：rekishi@naa.jp
・開館時間：10 ～ 17 時
・入館料：無料
・休館日：月曜日（休日の場合
は翌日）、年末年始、臨時休館日

記
憶
と
記
録
の
場
を
め
ぐ
る
旅
⑧

成
田
空
港　

空
と
大
地
の
歴
史
館

　

闘
争
を
語
り
つ
つ
、資
料
保
存
の
拠
点
と
し
て

※
あ
な
た
の
ま
ち
の
資
料
館
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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誌
、個
人
１
誌
）　

あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
活
動
も
福
一
事
故
後
に
は

新
た
な
動
き
（
特
徴
）
が
あ
り
ミ
ニ
コ

ミ
の
内
容
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

事
故
以
前
は
、

①
原
発
や
核
燃
サ
イ
ク
ル
関
連
施
設

の
立
地（
ま
た
は
計
画
）地
域
住
民
や

都
市
住
民
の
反
対
運
動
や
訴
訟
の
記

録
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

事
故
後
は
、そ
れ
ら
に
加
え
て

②
各
地
原
発
の
再
稼
働
阻
止
を
め
ざ

す
運
動
や
訴
訟

③
被
害
者
自
身
に
よ
る
責
任
追
及
や

損
害
賠
償
を
求
め
る
運
動

と
、
そ
れ
を
支
援
す
る
市
民

の
活
動

④
被
ば
く
し
た
子
ど
も
た
ち

を
短
期
間
被
ば
く
環
境
か
ら

離
す
た
め
の
保
養
支
援
や
、

環
境
や
食
品
な
ど
の
放
射
線

測
定
活
動

　

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
別
の
特

徴
を
ふ
ま
え
、
①
～
④
に
分
け

て
い
く
つ
か
の
ミ
ニ
コ
ミ
を

紹
介
し
ま
す
。

■
原
発
政
策
の
問
題

　

①
福
一
事
故
以
前
の
創
刊
で

は
、
こ
の
分
野
の
草
分
け
的
存

在
と
い
え
る
「
原
子
力
資
料
情

報
室
」発
行『
原
子
力
情
報
室
通

信
』（
１
９
８
７
年
創
刊
）
が
あ

り
ま
す
。
核
科
学
者
の
故
・
高

木
仁
三
郎
氏
が
始
め
た
シ
ン

ク
タ
ン
ク
で
、
原
子
力
業
界
か
ら
は

独
立
し
た
立
場
を
保
ち
、
そ
の
時
ど

き
の
動
向
と
課
題
を
踏
ま
え
て
反
原

発
・
脱
原
発
に
役
立
つ
情
報
を
一
般

向
け
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
『
高
木
基
金
だ
よ
り
』（
02
年
創
刊
／

高
木
仁
三
郎
市
民
科
学
基
金
）は
、
高

木
氏
の
遺
産
や
一
般
か
ら
の
寄
付
を

も
と
に
分
野
を
問
わ
ず
市
民
や
若
手

研
究
者
の
調
査
研
究
に
助
成
す
る
団

体
で
、福
一
事
故
後
は
事
故
原
因
解
明

や
脱
原
発
政
策
立
案
に
つ
な
が
る
調

査
研
究
へ
の
支
援
が
特
徴
的
で
す
。

助
成
対
象
者
の
調
査
研
究
の
概
要
報

告
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
『
脱
原
発
政
策
実
現
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』（
99
年
創
刊
）
は

各
地
の
運
動
が
交
流
し
な
が
ら
、
国

や
電
力
会
社
に
脱
原
発
を
も
と
め
て

き
た
記
録
で
す
。

■
地
元
住
民
に
よ
る
闘
い

　

各
地
の
原
発
地
元
住
民
の
反
対
運

動
や
訴
訟
団
体
の
会
報
や
機
関
紙

は
、16
点
を
保
存
し
て
い
ま
す
。

　

核
燃
サ
イ
ク
ル
関
連
で
息
の
長
い

取
り
組
み
で
は
、「
核
燃
サ
イ
ク
ル
阻

止
1
万
人
訴
訟
原
告
団
」
の
『
原
告
団

ニ
ュ
ー
ス
』（
88
年
創
刊
）と「
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
も
ん
じ
ゅ
」発
行
の『STO

P

ザ
も
ん
じ
ゅ
』（
90
年
創
刊
）
が
あ
り

ま
す
。
前
者
は
、
六
ヶ
所
村
の
再
処

理
施
設
な
ど
の
事
業
許
可
取
消
を
求

め
、
後
者
は
高
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ

の
工
事
中
か
ら
反
対
行
動
、
署
名
活

動
、
裁
判
闘
争
に
取
り
組
み
な
が
ら

関
西
住
民
が
発
行
を
続
け
て
い
ま

す
。

■
裁
判
で
止
め
る

　

国
内
で
は
、
係
争
中
の
原
発
裁
判

が
31（
16
年
9
月
末
現
在
／
脱
原
発
訴

訟
弁
護
団
Ｈ
Ｐ
よ
り
）あ
り
ま
す
が
、

当
館
保
存
ミ
ニ
コ
ミ
も
、
伊
方（
愛
媛

県
）や
玄
海（
佐
賀
県
）な
ど
現
在
係
争

中
の
原
発
関
連
が
中
心
で
す
。
い
ず

れ
も
公
判
内
容（
原
告
と
、
被
告
の
国

や
電
力
会
社
の
主
張
）、
弁
護
団
や
原

告
の
コ
メ
ン
ト
、支
援
す
る
市
民
の
活

動
な
ど
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　

福
井
県
若
狭
湾
岸
は
、
も
ん
じ
ゅ

の
他
に
も
大
飯
や
高
浜
な
ど
４
つ
の

原
発
サ
イ
ト
（
計
15
基
）
が
ひ
し
め
く

原
発
密
集
地
で
す
が
、『
か
た
く
り
通

信
』（
福
井
か
ら
原
発
を
止
め
る
裁
判

の
会
）で
は
、
14
年
に
福
井
地
裁
で
大

飯
原
発
3
、4
号
機
運
転
差
止
判
決
を

得
た
活
動
経
過
な
ど
を
、
ま
た『
福
井

原
発
訴
訟
を
支
え
る
会
ニ
ュ
ー
ス
』で

は
、原
子
力
規
制
委
員
会
が
福
一
事
故

後
の
新
規
制
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
と

認
め
て
再
稼
働
し
た
ば
か
り
の
高
浜

原
発
3
，
4
号
機
を
、
16
年
に
大
津
地

裁
の
仮
処
分
決
定
で
止
め
た
取
り
組

み
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
情
報
を
つ
な
い
で
再
稼
動
阻
止

　

②
福
一
事
故
後
に
市
民
の
間
に
高

ま
っ
た
脱
原
発
運
動
の
焦
点
は
、

い
っ
た
ん
国
内
の
全
基
が
止
ま
っ
た

原
発
の
再
稼
働
阻
止
で
す
が
、『
経
産

省
前
テ
ン
ト
広
場
ニ
ュ
ー
ス
』『
再
稼

働
阻
止
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ニ
ュ
ー

ス
』
や
た
ん
ぽ
ぽ
舎
の
『
た
ん
ぽ
ぽ
』

『
週
刊
金
曜
ビ
ラ
』
は
、
市
民
や
原
発

地
元
の
団
体
が
手
を
組
ん
で
の
取
り

組
み
を
刻
々
と
伝
え
て
い
ま
す
。
川

内
原
発
（
鹿
児
島
県
）
の
再
稼
働
阻
止

で
は
「
川
内
の
家
」「
脱
原
発
川
内
テ

ン
ト
」の
会
報
が
あ
り
ま
す
。

■
被
ば
く
し
た
市
民
・
村
か
ら

　

③
福
一
事
故
の
被
害
者
自
身
の
取

り
組
み
で
は
、「
原
発
被
害
糾
弾
飯
舘

村
民
救
済
申
立
団
」（
原
子
力
損
害
賠

償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
に
飯
舘
村
民

　

２
０
１
１
年
３
月
の
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
事
故（
以
下
、
福
一
事

故
）か
ら
５
年
半
余
り
過
ぎ
た
今
も
、

約
９
万
人
の
福
島
県
民
が
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
が
悪

性
疑
い
を
含
め
１
７
４
人（
福
島
県
民

健
康
調
査
／
今
年
９
月
発
表
）と
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
賠
償

基
準
は
被
害
者
の
生
活
再
建
、人
間
の

復
興
に
は
程
遠
く
、福
一
か
ら
の
放
射

性
物
質
拡
散
や
汚
染
水
問
題
も
解
決

し
な
い
中
で
、国
に
よ
る
原
発
再
稼
働

や
避
難
者
の
汚
染
地
域
へ
の
帰
還
政

策
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
対
し
被
害
者
自
身
に
よ
る
救
済

を
求
め
る
運
動
や
市
民
に
よ
る
脱
原

発
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、そ
れ
は
当
館

収
集
の
ミ
ニ
コ
ミ
に
も
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
館
に
は
、
市
民
活
動
団
体（
一
部

は
個
人
）
が
発
行
す
る
「
原
発
」
に
関

す
る
ミ
ニ
コ
ミ
や
年
次
報
告
書
な
ど

の
資
料
が
計
75
誌
（
16
年
9
月
末
現

在
）あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
フ
ァ
イ
ル
さ

れ
、保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
コ
ミ
の
発
行
開
始
年
を
、
福

一
事
故
の
前
後
で
分
け
る
と
、

（
１
）
事
故
以
前
が
42
誌
（
団
体
発
行

37
誌
、個
人
発
行
５
誌
）

（
２
）
事
故
以
後
が
33
誌
（
団
体
32

6

市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
の

 
資
料
棚
か
ら
⑤

  〈 
原 

発 

〉
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□
住
民
図
書
館
と
丸
山
館
長

　
「
私
と
市
民
活
動
資
料
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
何
か
書
く
と
す
れ
ば
、

住
民
図
書
館
と
の
関
わ
り
か
ら
書

く
の
が
順
当
だ
ろ
う
。
当
時
目

黒
に
あ
っ
た
住
民
図
書
館
に
、

私
が
は
じ
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た

の
は
、
確
か
１
９
８
５
年
は
じ
め

の
こ
と
。
こ
の
頃
私
は
夜
間
の
社

会
学
部
学
生
で
、
神
奈
川
県
逗
子

市
の
「
池
子
米
軍
住
宅
建
設
反
対

運
動
」
に
関
す
る
資
料
は
な
い
か

と
来
て
み
た
の
だ
っ
た
。
ど
う
調

べ
た
も
の
か
、
書
架
の
前
で
所
在

な
げ
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
丸
山

尚
館
長
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
。

こ
の
時
の
話
で
は
、
残
念
な
が
ら

こ
こ
に
は
な
い
が
、
参
考
に
な
り

そ
う
な
資
料
が
入
っ
た
ら
連
絡
す

る
、と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
自
宅
に
丸
山
館

長
か
ら
直
々
に
電
話
が
入
っ
た
。

池
子
の
反
対
運
動
を
担
っ
た
「
自

然
と
子
供
を
守
る
会
」
が
出
し
て

い
た
2
種
類
の
機
関
誌
が
ま
と
め

て
寄
贈
さ
れ
た
の
で
ぜ
ひ
見
に
来

い
、
と
。
こ
れ
に
は
驚
い
た
。
そ

れ
か
ら
住
民
図
書
館
に
通
い
つ

め
、
コ
ピ
ー
し
て
読
み
込
ん
だ
も

の
を
ベ
ー
ス
に
、
何
と
か
卒
論
を

ま
と
め
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
間
、
住
民
図
書
館
主
催
の「
シ
ン

ポ
85
」に
出
て
み
た
り
、
な
ぜ
か
丸

山
館
長
の
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
に

誘
わ
れ
た
り
し
て
、
卒
業
後
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
り
、
機

関
誌『
ぷ
り
ず
む
』の
編
集
に
も
関

与
し
た
。

□
宝
物
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
中
に

　

１
９
９
３
年
に
『
ミ
ニ
コ
ミ
総

目
録
』
が
出
た
後
の
い
つ
だ
っ
た

か
、
住
民
図
書
館
の
開
館
当
番
を

し
て
い
た
日
、
あ
る
学
生
が『
総
目

録
』
に
載
っ
て
い
る
資
料
を
見
た

い
と
来
館
し
た
。
す
で
に
発
行
の

終
わ
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
閉

架
書
庫
な
ら
ぬ
「
閉
架
ダ
ン
ボ
ー

ル
」
の
ど
こ
か
に
あ
る
。
そ
こ
で

私
は「
君
も
手
伝
っ
て
く
れ
」と
声

を
か
け
た
。
提
供
す
べ
き
資
料
探

し
を
、
来
館
者
当
人
に
手
伝
わ
せ

る
の
は
住
民
図
書
館
ぐ
ら
い
の
も

の
だ
ろ
う
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
暴

く
こ
と
何
箱
目
だ
っ
た
か
、「
あ
っ

た
！
」。
彼
も
喜
ん
で
コ
ピ
ー
を

と
っ
て
帰
っ
た
の
が
何
よ
り
だ

が
、
も
し
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
ら

と
思
う
と
冷
や
汗
も
の
で
あ
る
。

□
将
来
に
評
価
を
ゆ
だ
ね
る

　

い
つ
ぞ
や
私
は
、
住
民
図
書
館

を「
現
代
の
破
れ
土
蔵
」と
称
し
た

こ
と
が
あ
る
。
か
の
五
日
市
憲

法
が
多
摩
の
土
蔵
か
ら
見
出
さ
れ

た
事
跡
に
あ
や
か
っ
た
も
の
だ

が
、
実
際
名
も
な
い
民
衆
資
料
が

後
世
に
伝
え
ら
れ
、
見
出
さ
れ
る

ま
で
に
は
、
多
く
の
偶
然
と
と
も

に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
そ
の
価
値

に
気
づ
け
る
人
と
の
邂
逅
に
左
右

さ
れ
る
。
今
の
世
の
中
、
短
兵
急

に
結
果
が
出
る
も
の
、
そ
の
た
め

の
ノ
ウ
ハ
ウ
ば
か
り
に
価
値
が
置

か
れ
が
ち
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
遠
い
将
来
に
評
価
を
ゆ

だ
ね
る
気
持
ち
で
市
民
資
料
に
取

り
組
む
人
た
ち
の
輪
が
少
し
で
も

拡
が
れ
ば
と
、
さ
さ
や
か
な
希
望

を
託
し
た
い
。

（
み
う
ら
・
た
け
し
＝
会
員
）

の
約
半
数
が
集
団
申
し
立
て
）、「
井

戸
川
裁
判
を
支
え
る
会
」（
前
双
葉
町

長
が
、
被
ば
く
さ
せ
た
国
、
東
電
の
法

的
責
任
を
問
う
裁
判
）「
南
相
馬
・
避

難
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
撤
回
訴
訟
支

援
の
会
」（
法
令
で
定
め
た
公
衆
の
年

間
被
ば
く
限
度
が
１
mSv
な
の
に
、
避

難
指
示
解
除
、
避
難
勧
奨
解
除
の
基

準
を
年
20 

mSv
と
す
る
国
を
提
訴
）、

「
子
ど
も
脱
被
ば
く
裁
判
の
会
」（
被

ば
く
の
心
配
な
い
環
境
で
教
育
を
受

け
る
権
利
確
認
、
無
用
な
被
ば
く
を

さ
せ
た
国
、
福
島
県
の
責
任
を
問
う

裁
判
）な
ど
の
会
報
が
あ
り
ま
す
。

■
短
期
間
で
も
保
養
を

　

④
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
汚
染

地
帯
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
で
は
、

国
が
子
ど
も
た
ち
を
一
定
期
間
被
ば

く
環
境
か
ら
遠
ざ
け
る
集
団
疎
開

（
保
養
）
事
業
を
事
故
か
ら
30
年
た
っ

た
今
も
継
続
し
て
お
り
、
保
養
が
子

ど
も
の
体
内
に
蓄
積
さ
れ
た
放
射
性

物
質
の
代
謝
を
促
進
し
、
免
疫
力
を

回
復
さ
せ
る
こ
と
が
臨
床
的
に
確
か

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
が
取
り
組
ま

な
い
日
本
で
は
、
市
民
か
ら
寄
付
を

募
り
、
春
夏
冬
の
休
み
期
間
な
ど
に

子
ど
も
た
ち
を
数
日
間
招
待
す
る

保
養
活
動
に
取
り
組
む
団
体
が
、

約
２
３
０
（
３
１
１
受
入
全
国
協
議

会
な
ど
調
べ
）あ
り
ま
す
が
、
最
近
は

資
金
難
か
ら
先
細
り
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

当
館
に
は
、
保
養
の
た
め
に
通
年

子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る「
沖
縄
・

球
美
の
里
」
を
資
金
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
未
来
の
福
島
こ
ど
も
基
金
」

の
ほ
か
、
札
幌
、
佐
渡
島
、
埼
玉
長
瀞

に
保
養
の
家
を
作
っ
た
各
団
体
、
福

島
の
子
ど
も
の
留
学
を
受
け
入
れ
る

「
ま
つ
も
と
子
ど
も
留
学
基
金
」な
ど

の
会
報
が
あ
り
ま
す
。

■
被
ば
く
労
働
、チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
も

　

こ
の
ほ
か
特
徴
的
な
も
の
と
し
て

は
、『
福
玉
だ
よ
り
』（
福
島
か
ら
埼
玉

へ
の
避
難
者
に
必
要
な
情
報
提
供
）、

『
被
ば
く
労
働
を
考
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
通
信
』（
原
発
労
働
者
を
支
援
）、

『
ノ
ー
ニ
ュ
ー
ク
ス
・
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー

ラ
ム
通
信
』（
ア
ジ
ア
各
国
の
反
原
発

運
動
交
流
誌
）、
福
島
県
白
河
で
事
故

後
に
市
民
が
た
ち
あ
げ
た
「
原
発
災

害
情
報
セ
ン
タ
ー
」の『
ニ
ュ
ー
ス
』、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
子
ど
も
の

治
療
や
保
養
を
今
も
支
援
す
る「
日
本

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
連
帯
基
金
」「
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
子
ど
も
基
金
」の
会
報
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
「
命
ど
ぅ
宝
」「
孫
子
に
ツ
ケ
を
残

さ
ず
」
…
こ
の
当
た
り
前
に
逆
行
し

続
け
る
「
原
発
の
世
」。
そ
れ
に
棹
差

す
人
々
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
と
努
力

が
、
紹
介
し
た
こ
れ
ら
ミ
ニ
コ
ミ
か

ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

近
年
、
市
民
団
体
の
活
動
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
で
も
そ
の
多
く
が
確
認
で
き
、
あ

わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
が
、
会
報
な

ど
の
掲
載
は
少
な
く
、
し
か
も
掲
載

の
永
続
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

　

当
館
に
あ
る
、
福
一
事
故
被
害
者

支
援
や
子
ど
も
保
養
の
記
録
は
ま
だ

ご
く
一
部
で
す
が
、
市
民
に
よ
る
活

動
記
録
が
散
逸
し
な
い
う
ち
に
、
数

多
く
収
集
保
存
す
る
の
が
今
後
の
課

題
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
中
村
光
一
＝
会
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
）

   

偶
然
と
邂
逅
を
重
ね
な
が
ら

　

 

三
浦　

健（
品
川
図
書
館
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
室
）

私と
市民活動

資料 6
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◇
原
発
反
対
運
動
資
料
の
充
実

　

本
紙
６
頁
に
も
紹
介
し
ま
し
た

が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
熱
心

な
資
料
寄
贈
依
頼
の
お
か
げ
で
、原
発

関
係
の
ミ
ニ
コ
ミ
が
充
実
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
75
タ
イ
ト
ル
が
並
び
ま

す
。
全
国
各
地
に
点
在
す
る
原
発
の

存
在
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
３
・
11
以

降
、多
く
の
被
曝
者
を
実
際
に
出
し
た

と
い
う
事
実
に
今
さ
ら
愕
然
と
し
ま

す
。
マ
ス
コ
ミ
だ
け
で
は
伝
わ
っ
て

こ
な
い
現
場
か
ら
の
声
を
多
く
の
人

に
読
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

◇
入
力
が
ひ
と
段
落
？  

　

２
０
１
４
年
４
月
に
開
館
し
て
以

降
、
こ
の
間
、
開
館
日（
＝
資
料
整
理

日
）
に
絶
対
欠
か
せ
な
い
作
業
の
一

つ
が
ミ
ニ
コ
ミ
各
号
の
入
力
で
し

た
。
２
年
半
経
っ
て
、
初
め
て「
入
力

す
る
ミ
ニ
コ
ミ
が
無
く
な
っ
た
！
」

と
い
う
状
況
に
な
り
、
当
番
＆
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
一
同
び
っ
く
り
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、入
力
し
な
い
で
蓄

積
さ
れ
て
い
た
も
の
に
加
え
、
新
し

く
届
く
も
の
も
あ
り
、
い
つ
で
も
入

力
用
の
ミ
ニ
コ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
は
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
の
で
す
。「
や
っ
と
追
い

つ
い
た
！
」。
嬉
し
い
悲
鳴
で
し
た
。

◇
電
磁
波
関
係
資
料
の
仮
リ
ス
ト

　

２
０
１
５
年
春
に
「
ガ
ウ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
懸
樋
さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た

だ
い
た
電
磁
波
関
係
の
資
料
（
ダ
ン

ボ
ー
ル
18
箱
）
の
資
料
内
容
把
握
が

終
わ
り
、
仮
リ
ス
ト
の
作
成
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
尽
力
で
ほ
ぼ

終
わ
り
ま
し
た
。
資
料
点
数
９
１
０

点
、「
ガ
ウ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」資
料
の

他
、「
電
磁
波
関
係
の
調
査
・
研
究
資

料
」、「
全
国
各
地
の
電
磁
波
反
対
運
動

資
料
」、「
映
像
資
料
」
な
ど
で
す
。
今

後
は
配
架
・
閲
覧
方
法
等
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
の
で
、活
用
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

６
月
11
日　

第
２
期
緑
蔭
ト
ー
ク
②
開

催
。
参
加
者
15
人
。

６
月
17
日　

第
３
回
運
営
委
員
会
。
参
加

者
７
人
。
会
員
・
カ
ン
パ
者
、
当
番
確

認
、利
用
者
対
応
等
報
告
、原
稿
依
頼
、

総
会
反
省
、部
会
決
め
、今
年
度
検
討
。

７
月
10
日　

シ
リ
ー
ズ「
現
場
」を
訪
ね
る

①「
成
田
闘
争
の
地
」。
参
加
者
16
人
。

７
月
15
日　

第
４
回
運
営
委
員
会
。
参

加
者
６
人
。
会
員
・
カ
ン
パ
者
、
当
番

確
認
、資
料
寄
贈
依
頼
対
応
、来
館
者
報

告
、緑
蔭
ト
ー
ク
特
別
編
、Ｕ
30
会
員
。

40
・
50
番
代
の
分
類
提
案

７
月
27
日　

第
２
期
緑
蔭
ト
ー
ク
〈
特
別

編
〉開
催
。
参
加
者
15
人
。

８
月
31
日　

第
５
回
運
営
委
員
会
。
参
加

者
７
人
。
会
員
・
カ
ン
パ
者
、
当
番
確

認
。
真
夏
の
資
料
館
報
告
、
資
料
寄
贈

対
応
、原
稿
執
筆
、各
部
会
か
ら
。

９
月
10
日　

第
２
期
緑
蔭
ト
ー
ク
③
開

催
。
参
加
者
10
人
。

９
月
16
日　

第
６
回
運
営
委
員
会
。
参
加

者
６
人
。
会
員
・
カ
ン
パ
者
、
当
番
確

認
。
年
度
途
中
入
会
に
つ
い
て
、
今
後

の
催
し
等
企
画
、広
報
部
提
案
検
討
。

・
１
３
１
人（
正
会
員
62
、賛
助
会
員
69
）

◆
新
規
入
会
あ
り
が
と
う  

・
賛
助
会
員
＝
馬
場
良
子
さ
ん

大
原
俊
秀
、高
垣
正
仁
、高
木
恒
一
、

西
野
敏
子
、波
多
野
ゆ
き
枝
、前
田
文
恵
、

松
野
哲
二
、山
添
路
子
、匿
名
２
人
、

来
館
者
の
皆
様 （2016.6.1

～9.30

敬
称
略
）

10
年
前
に
は
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話
だ
っ
た
資
料
館

が
現
実
の
も
の
と
な
り
、開
館
か
ら
２
年
半
が
過
ぎ
ま

し
た
。
こ
の
歳
月
は
、イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
や
通
信

を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
が
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
ま
た
は
、
カ
ン
パ
を
寄
せ
て
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
り
…
の
積
み
重
ね
で
し
た
。
開
館
を
維
持
す

る
た
め
の
人
手
と
資
金
集
め
は
、常
に
課
題
。
次
の
10

年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
湯
・
増
・
江
・
鈴
）

編
集
後
記

8

・
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
で
谷
合
さ
ん
の

お
話
を
聞
く
こ
と
の
意
義
を
感
じ
た
。

・
谷
合
さ
ん
は
「
そ
こ
に
資
料
が
あ
る
か

ら
」
で
前
へ
前
へ
進
ん
で
こ
ら
れ
た
と

い
う
印
象
で
し
た
。
設
立
の
き
っ
か
け

が
、大
阪
が
橋
下
知
事
、東
京
が
石
原
知

事
の
時
で
、
両
方
と
も
ト
ッ
プ
の
方
針

で
決
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
共
通
な

の
が
悔
し
い
。

・
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。
お
陰
様
で

す
て
き
な
時
間
で
し
た
。

・
古
民
家
と
い
う
の
は
と
て
も
雰
囲
気
が

良
い
で
す
ね
。
多
摩
っ
ぽ
い
と
思
い
ま

し
た
。

 

訃
報　

道
場
親
信
さ
ん

16
年
９
月
14
日
胆
管
が
ん
の
た
め
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
享
年
49
歳
。
06
年
当
会

活
動
開
始
当
初
か
ら
の
会
員
で
、06
～

09
年
ま
で
運
営
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
日
誌

運
営
委
員
会
な
ど

緑
蔭
ト
ー
ク
参
加
者
の
声

【
市
民
ア
ー
カ
イ
ブ
多
摩
利
用
案
内
】

バス停

市民アーカイブ多摩
（NPO法人　グリーンサンクチュアリ悠　敷地内）

西武拝島線

モノレール改札

西武線改札

コンビニ

自動車修理工場

2F 学習塾
1F 酒 屋

青梅信金

そば屋

畑

立川バス
  営業所

テニス
コート

玉　川　上　水

古本屋

にんじんの会

※工事中
(2016.10月現在)

□
｜

□
｜

パン屋

都水道局監視所
駐 輪 場駐 輪 場

墓  地
団  地 ・開館日：毎週水曜日、第 2・4 土曜日（８月中旬・年末年始の休館あり）

・開館時間：午後 1 時～４時　　・入館カンパ：100 円～
・所在地：東京都立川市幸町５－９６－７
　　　　　（多摩モノレール、西武拝島線「玉川上水駅」南側徒歩 8 分）

・電話＆ fax：０４２－５３６－５５３５（電話は開館中のみ）

・見られる資料：2002 年以降に市民活動団体や個人が発行する
　ミニコミ（通信や会報など）1400 タイトルほか

・ホームページにミニコミのタイトル、発行団体を掲載しています。
www.c-archive.jp

会
員
数
（
２
０
１
６
・
９
）

カ
ン
パ
あ
り
が
と
う


